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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

Study　of 　a　corpus 　of 　spoken 　data　should 　include　analysis　of　the　prosody　which 　can　offer　a　wealth 　of

information　 frorn　the　viewpoints 　 of　discourse　 analysis，　 psycho］inguistics，　 pragmatics，　 natural

language　processing　and 　language　education ．　 However，　unHke 　written　materia1，　analysis　of　speken

material　poses　many 　problems，　beginning　with　the　unit　of　analysis　itself．　Fortunately，　r  ent

techno｝ogical　progress　has　led　to　the　development　of　a　promising　speech 　analysis 　tool，　multi 　g．　peech

（Kay，　USA ），　which 　we 　used 　in　this　study　to　examine 　the　pitch　of 　utterances 　in　order 　to　try　to　identify

units　 for　examining 　spoken 　 materiaL 　Ten　 native 　English　 speakers 　from　 various 　 countries
，
　 all

students　at　a　Japanese　university，　were 　asked 　to　view 　a　10−minute 　silent　film　known　as　the　Pear

Story（Chafe　 1980）．　They 　were 　then　asked 　to　give　a 　description．about 　what 　they　had　viewed ．

Their　narratives　were 　transcribed　and 　also　subjected　to　analysis 　using 　multi 　speech 　to　identify　what

cou 】d　be　useful　as　a　unit 　of　analysis ．　First
，
　to　identify　the　unit 　of 　analysis ，　the　transcribed　data　by　a

native　English．speaker 　was 　classified　based　on 　semantic 　units
，
　while 　the　data　by　mUlti 　speech 　was

based　on 　identification　of 　a　pause　of 　200　milliseconds ．　Comparison　of 　the　two　sets 　of 　findings

showed 　that　multi 　speech 　tended 　to　identify　abc ）ut 　twofold 　more 　units ．　 However
，
　the　analysis 　could

be　done　automatically 　and 　quantitatively　and 　thus　was 　 taken　as 　the　manner 　of 　identifying　unit

boundaries．　Analysis　based　on 　this　condition 　showed 　that　the　pitch　at　the　start　of 　a 　unit 　was 　about

1．2−fold　higher　than 　the　following　nucleus 　s  tion
，
　and 　continued 　to　decrease　to　the　end 　of　the　unit ．

The　pitch　level　itself　varied 　greatly　with 　the　individual．　 While｛further　work 　is　needed 　with 　more

samples ，　our　results　suggest　the　possibility　of　analysis　of　spoken 　material　based　on 　pauses　and

prosody．
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1．　 は じめ に

　話 し言葉 コ ーパ ス は書 き言葉 コ
ーパ ス と比 べ る とまだ 鼠的に は少 ない が、 貯声分析に欠

かせ ない 重要な言語 資料で あ る 。 中で も、話 し言葉の 構造 を知 る手 がか りとなるプ ロ ソデ

ィ
ー

の研 究は技術 の進 歩 とともに よ り関心 を集め る よ うに なっ て きてお り、談話分析、心

理言語学、語用論 、 自然 言語処理、教育な ど様 々 な分野 へ の 応用が期待され て い る c しか

し、話 し言葉 には書 き言葉 の よ うな規定 を当て は め るこ とがで きない ため 、分析の た めの

unit（発話単位）を どの よ うに決定す べ きか 、 そ の 単位をどの よ うに分類す べ きか 、談話分析

にお け る基本単位を ど う設定すべ きか 、
の 客観的記述は難 しい （前川他 2000，堀内他 1997

，

1999
，
Wichmann 　2000

，
　Wennerstrom　2001）。

　本研究で は 、音声分析 ツ
ー

ル で あ る muIti　speech を利用 し 、 分析 の ため に収集 した pear

film　dataか ら unit の認 定基準 と、各 umt にみ られ る pitch（開始部分 、 終 r部分 、 核の 3 つ 周

波数の 値）と発 言内容 に つ い て 考察を加 え る 。

　まず、 multi 　speech に よるデー タ分析手 順 と 、
　 multi　speech を用い て得 られ た音声情報 に

基づ く客観 的音声デー タの 収集方法を説明 し、次に JACET 口語英語研 究会 で採集 した pear

film　dataの 収集方法 を述べ る 。 そ して 、　 multi 　speech か ら得 られ たデータ（無音区間の 時間 、

unit 数、談話セ グ メ ン ト数）に つ い て 記述 し 、
　 unit 認定 につ い て 人手 で 行 っ た場 合との 比較

を行 う。 さらに、各 unit の pitchよ り量的 ・質的考察を行い
、 最後に まとめ と今後の 課題

を述べ る 。

2．　 分析方法

2．1． multi 　speech に よ るデー タ分析 于順

　こ の multi　speech は、ア メ リカ合衆国 の Kay 社 に よ っ て開発 された 音声分析 ツ
ー

ル で 、

波形デー タの 多岐 にわ た る分析や 加 工 を行 うこ とを 主 H 的 として い る。

　本研 究で は 、次の 手 順でデータ を分析 した。 技術 ヒの観点か ら、まず、音声デ ー タを 8

秒 ご とに 区切 り、 ソ
ー ス と して 取 り込 む作業を行 っ た 。 また 、 8 秒 ご とに 区切 っ たあるデ

ータ と次の デー タ との pauseを測定する ため に、音声デー一タ全体 を取 り込 ん だ ソ
ー

ス も作

成 した 。 次に 、 8 秒ご との ソ
ー

ス を pitch　contour に よ り分析 した うえ で 、　unit を認定 した u

2．2，　 転 言己単イ立

　発話の 音声単位は 、 書き言葉の よ うに規定す る こ とは難 しく、 調査 R 的に あわせ て様 々

な単位認 定が な され て い る（Wichmann 　2000）。その 中で も特に、客観的な指標 として有 力な

手がか り となるの が pauseで あるc 堀内他（1997）で は 、「自己発話内の 400 ミリ秒以 上の 無

音区間に よ っ て 区切 られ た 音声的連続」 と定義 され る。 また 、小磯他（200  ）で は i原則 と
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して 、 言語 音が 200 ミ リ秒以 上の 途切れ な く連続 して生 じて い る区 間を転記基本単位 とす

る。 た だ し、言語 的 な文末形式（述語 の 終止 形や 終助 詞 な ど）が存在 して い る場合 に は、50

ミ リ秒以上 200 ミ リ秒未満の 区切れ で あっ て も、その 文末形式の あ とで 転記基本単位 を分

割す る。」 と定義 され る。こ の よ うに定義 され た unit はおおむね無 音の pauseに よる切れ 目

にお お む ね相当す る と考え られ る 。

　以 下で 堀内他（1999）よ り例を 見る 。

　　 （D
　 　 　 　 OO：29：］68−00；31：456　G ：で だ い た い したか らだ い たい や く

00：32：】44−00：33：792G ：い っ せ ん ち ぐらい の と こ ろの とこ ろ で

00：33：952−00：34：144F ：1まい

00；34：768−00：36：448G ：うせ ＜ 128＞ え とみ ぎに まが っ く 112＞ て くだ さい ＋
1

00：36：448−OO：36：832　F ：＋あは い

　　　　00：37：024−00：37：680G ：み ぎに ＜208 ＞
＊ は い

i1

　　　　 00：37：520 −00：38：736F ；　　 　 　　 ＊は い く 240＞ は い み ぎい きま した

堀 内他（1999）で は 、 痔声情報パ ワ
…

を利用 して客観的な単位 として の unit （発話単位）を導入

し、 さらに句読点に 代わ る機 能 と して 、unit 内 の 分割 をお こな う基 準に各 unit 内で 100 ミ

リ秒 以上 の 無 音区間に っ い て く　〉 の 内側 にそ の ミ リ秒 単位の 時間的長 さを記 入 す る方法

を採用 して い る。本研究で は、今回採集 した英語デー タに 400 ミ リ秒以 ヒの pause区間が

極端 に 少 なか っ た た め、 200 ミ リ秒の pauseを unit の 切れ 目 と考え る 。

2．3． prosodyと発話（単位）

　前節で 、pauseが unit の 境界認定の 手が か りに な る こ とをみ た 。　 Wichlnann（2000）に よる

と、pauseは 、　 prosodyの 多様な 音声資料の
一

つ とされ、その 他 に 、　 pitch、声の 大き さ、声

の 質、が挙げ られ て い る。Crystal（1991）で は 、　prosodyは、　pitch
］］【

，声 の 大 き さ、tempo ，　rhythm

にお ける 音の 変化 と定義 され、
一

方 Wennerstrom （2001）で は 、話 し言葉の tempO
，
　rhythm

，

volume ，　intonationを指す と され 、
　 pitchが含まれ るか ど うか 意見 が 異な る 。

　
一一
般に 、 連続する話 し言葉は 、 基本的な単位がい くつ か結合 して 、 談話セ グメン トを構

成す る。各談話セ グメ ン トには話題 の 中心 （トビ ソ ク）が含まれ 、われ われは 、それ を強調
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す るために 、 声を大き く した り 、 重要な語句 を指す母 音を長 く発 音した りして 、他 の情報

と区別す る 、
つ ま り、pitch　pattemを変化 させ る（Crystal　and 　Davy　1975）。　 Wichmann （2000）に

よる と、発話 の 各基本 単位は、前発話の 構成 要素 と新 しい発 話の 構成要素 との 統合 の度合

い を示す initial　pitch、トピ ッ クをマ
ー

クす る high−pitch、談話セ グメ ン トの 境界にお ける final

pitchとい う爵声か らな る とされ る。 言い 換え る と 、
　 high−pitchは トピ ッ クシ フ トの サイ ン

となる と考え られ 、 pitchの 「山」 と 「谷」 の 部分 の 「谷」 が 談話セ グメ ン ト境界 とな る。

3．　 pear　story 　data収録方法

3．1．　pear　story　filmの 説明

　Pear　s．　tory　fiim（Chafe　l　980）は 、音響効果の みの 無声映画で 、 異なる文化背 景を もつ 人 々 が

どの よ うに同 じ経験 を言語 化するの か を調査するた めに 、 新規にデザイ ン された もの で あ

る。調査は 10の 異な る言語 に及び 、 認知的な要因（e．g、基本 レ ベ ル カテ ゴ リーの 語彙選択）

の ほか に 、テ ク ス トと コ ン テ ク ス ト（e．g．誰に対 して 、 状況 、 目的 、
ス タイ ル の レ ベ ル ）、

個人差、言語特有の 要因（e ．g．統語的 な違 い や 照応 の 選択）な どが 、 どの よ うに言 語化の プ

ロ セ ス に影響を与 えるか に つ い て 、 複数の 研究者に よ る調査が行われて い る 。

3．2．　 被調査者

　関西 の 外国語大学に 留学生 として在籍 して い る英語母 語 話者 IO名（国籍 ：ア メ リカ 、ニ

ュ
ー ジー

ラ ン ド、カ ナ ダ 、 オース トラ リア
、 イ ギ リス ）に協力をお願 い した 。 調査 は 2001

年 5 月 に行わ れた。

3．3． デー
タ収集の 手続き

　被調査者に は、Pear　Storyの ビデ オを見 た後 、
ビデオ を見て い ない 人 にその 内容を伝え る

つ も りで 語 っ て も らっ た
。 録 音は LL 教室で 行われた 。

4．　 分析 結果

4」．　 unit の 認 定

　2．2 節で述 べ た よ うに、unit認 定には い ろい ろな基準が用 い られ てい るが 、客観的な基準

の 設定は難 しい 。 こ こ で は 、 今回採集 した pear　film　dataを用 い て 、人手 による unit 認定 と

multi　speech に よる unit 認定 との 比較 を行 う。 人手に よ る unit 認定 につ い て は
、 関西の 大学

に英語教員 として 在籍 して い る英語母語話者 1名に 依頼 した 。 ドの 表は 、unit 認定者 と multi

speech に よる unit 数 を
一一
覧に した もの で ある。認定者は 、基本的に 意味内容の まとま りが

ある文法的文（節）に unit を切 る よ うに課せ られた 。

一一
方 、

　 multi 　speech で は 、
200 ミ リ秒以

上 の pauseを unit の 境界 と認 定 した 。
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　 　 Data

方法

12345678910 平

均

標 準偏

差

認 定者

Multi　sp   ch

2835 4610576147 52

107

33

62

46

65

40

99

24

52

2董

45

45

88

41」

80．5

5．09

1097

表 1　 認 定者 の 直感 と multi　speech とに よ る unit の 数

multi 　speech に よる unit 数は 、 平均で 認定者の ほぼ 2 倍 とな っ て い る 。 標準偏差よ り、 multi

sp   ch に よる unit 数の 方が 認定者に よ る もの よ り、ば らつ きが 大きい こ とが 分か る 。 これ

は 、 認 定者は意味で unit を認定 して い る の に対 し、　multi　speech で は被調査者の 話 し方が反

映す るた めで あ る。以 下に 、具体データ（＜data9＞ の 談話）か ら、認 定者 と multi 　speech とで 区

切 っ た unit をそ れ ぞれ 提示 し、比 較を行 う。

　　（2）　 認定者に よる unit の 認定

1噛

2

3

4

5

∠

U7

8

9

Um ＿lt　was
，
　based　in

，
　Latin

，
　country

，
　pear

pickingSo

，　do　you　want 　me 　to　describe　the　story ？

line，

Oh 　I　s  。　Um ．．　A　guy　was 　picking　some

pea「sAyoung

　boy，　riding 　his　bike，　stole 　the

pea「sum

＿　along 　the　way 　he　fell　off　his　bike

and ＿that　was 　it（laughter）

Three　boys　came 　and 　helped　him　pick　up

the　pears

and ，　there　was 　a 　lot　of　confusion

（laughter）

Do 　you　want 　me 　to　describe　the

characters ？

Ah ，　right　Umm ．　Amm ．

11． The 　guy　m 　the　tree　was 　an 　old
，

　　 middle −aged ，　man

12．　ObviQusly　picking　pears　fbr　his　wQrk ．

B ． Um ．．the　young　boy，　ten　years　old

】4．　riding　a　red，　bicycle，　cheeky （laughter）

15． um ＿ How 　would 　I　describe　the

16，　young　girl，　riding 　Past　him

17． caused 　him　to　fall　off　his　bike

18，　urn ＿　and 　the　three　boy　helpful　boys，

　　 helped　him 　pick　up 　hispears

19．　and 　thatls　it　really （1aughter）

20． Ididn ’
t　 see　 the．．　 there　was 　not 　 a　lot　 of

　　 point（through　Iaughter）to　that。

2i．　Okay，　thanks

10，

（2）の 特徴 と して は、主 に 、（定 ・不定）動詞 を中心 に unit の 認定がな されて い るこ とが分か

る 。 しか し、　utterance2 −3 と utterance9 −10 とで 自問 自答の 形 を採 っ て い る とこ ろを 、
utterance3
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で は Oh　l　see の 後に さらに内容が続 くと判断 したの に対 し、utterance 　l　O で は Ah，　right ，　Umtn．

Aninxだ けで unit として認 定 してお り、その 認定 に揺れが認 め られ る こ とが 分か る c

　　
−．一・

方の multi　speech の 結果 に つ い て 、 同 じくdata9＞で 見て み る 。

　　　　（3）　 mu ｝ti　speech に よ る unit の 認定

1

234

−

567

．

．

O12

345

67

8

9111

藍

l111

8

90

匡

12

123222

（3）よ り

（θ砿 oh ∬see な ど）

Um ．．

lt　was ，

based　in
，

Latin
，

country
，

pear　picking

so ，　do　you　want 　me 　to　describe　the

storyline

，

oh 　l　see．

um ．，　a　guy　was 　picking　some 　pears

ayoung 　boy，

riding 　his　bike，　stole　the　pears

um ．．

along 　the　way 　he　fell　off　his　bike

and ，，，

that　was 　it（1aughter）

three　boys　came 　and 　helped　him　pick

up 　the　pears

and
，

there　was 　a　lot　of　confusion

（laughter）do　you　want 　me 　to　describe

the　characters ？

ah
，
　right ．

umm ．

amm ．

　　　、
unit 数 は認定者の もの と比 べ

　　　　　　　　　　　、 笑い 、また 、　
’h’　：五

456

789012345678

2222

22333333333

39404142

43

鱈

45．

the　guy　in　the　tree

wasan

　old
，

middle −aged ，　man

obviously 　picking　pears　fbr　his　work 。

um ，，

the　young　boy，　ten　years　old

riding 　a　red ，

bicycie，

cheeky

（laughter）

um ，，．

how 　wou ｝d　1　describe　the

young　gir1，

riding　past　him　caused 　him　to　fall　off

his　bike

um ．．．

and 　the　three　boy　helpful　boys，

helped　him　pick　up 　his　pears

and 　thatls　it　really

（laughter）Ididnlt　see　the．．

there　 was 　 not　a　lot　of　point（through

laughter）to　that．

okay ，　thanks ．

　　　るとお よそ 2 倍で
、

フ ィ ラ
ー

（amm な ど）や談話標識

1 ．早 繭 （Latinな ど）も unit として認 定 されてい る こ とが わ
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か る。 さらに、 1発話 の語数 は認 定者 の もの が、multi 　speech よ りも平均 して 多い が 、語数

の ば らつ きに つ い て は multi 　speech の ほ うが大 きい
。
　 pauseの 置かれ る とこ ろはフ ィラー

や

談話標識の 前後が 中心 で あ るが 、文 中で も特に 主語 （主題）と述語 （題述澗 （（3）の 2 と 3 、

24−25−26 な どの 例）や 構文 上の 切れ 口（（3）の 11 と 12、
27 と 28 な ど）な どが あげ られ る 。

4．2，　 量的分析

　4．Lでは 、
　 multi　speech を使用 して得 られ たポー ズの 長 さか ら、　 unit を認定す る こ とで 、

客観的デー タの 収集が 可能で ある こ とを示 した c 本節で は、4．1．で認 定 した unit を基 に、

各 unit に 見 られ た pitchの 値 か ら発 話デ ータ の 盲声的記述 を行 う。

4．2」．　 デー タ処理

　全 10データ を下 の 3 点に 注 目しなが ら、 量的に処 理 した 。

　　（4）　　各 unit の 開始部分 の 周波数の 平均値 0 （Hz ）

　　（5）　　各 unit の 終止 部 分の 周波数の 平均値 C （Hz ）

　　 （6）　 各 unit の 核（最 も強調 された 部分）の 平均値 E （Hz ）

また 、
こ れ らよ り 、

　　（7）　　各 unit の 開始部 分 と終止 部分の 差の 平均値 （c −o ）1Cxloo（％）

　　（8）　 各 unit の 開始部分を基 準 と した核 の 強調度の 平均値 （E −o ）10xloo （％）

を計算 した 。

　なお、（7）と（8）に つ い て 、各 unit の 開始部分の 周 波数がそ の unit 内の 「高 さの 基準」 と認

識 されて い る と仮定 した 。 会話の 参加者 は unit の 開始部か ら終止部 へ 向か っ て リアル タイ

ム に情報 を処理 して い るの で 、核部分が処 理 され る ときに は 、 終止 部は まだ提示 され てい

ない
。

こ の よ うな終止部 を unit を貫く ［基準」 と捉え るこ とは 、
　 speken 　language の 性質 を

止 し く反映 して い る と考え られ ない
。 それ に対 して 欄 始部 に対 して 高い か 低い か 」 とい

う 0 を基準 とした判断で 吟 現在発話 され て い る unit の 周波数」 の 高 さを判定するとい う

モ デル は 、モ デル として よ り効率的なだ け で な く、各 unit が終 rす るまで C の 値を知 り得

ない 聞 き手に と っ て もよ り自然なもの で あ り、 リア ル タイ ム の 認知処理 をより うまく反映

す る もの で ある と考 え られ る 。

　 以 h の 処 理 に よ り、表 2 を得た 。
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data0 C E （C−0 ）／Cx100 （E −0 ）／0x100

1 115，79 116．87 140．24 ＋0，93 ＋21．12

2 129．02 129．Ol 168．04 一〇．OI ＋30，24

3 179，96 153．49 213．90 一14．71 ＋ 18．86

4 120．17 104．03 140．97 一13．43 ＋ 17．31

5 98．17 103．40 120．18 ＋5．33 ＋ 22．42

6 109．38 104．70 134．25 一4．28 ＋22．74

7 136．94 121．01 174．86 一1】．63 ＋27．69

8 101．75 98，29 118．60 一3，40 ＋ 16．56

9 198．77 189．90 238．13 一4．46 ＋ 19．80

10186 ．21 168．15 207．36 一9，7  ÷ lL36

表 2　量的デー タ処理結果

4．22 ． 結果

　各 unit の 開始部分 と終止 部分の 傾き （表 2 （C −0 ）／0x　lOOを参照の こ と）を取 っ てみ る と 、

一
般的に終止 部分が開始部分に比 べ て 約 5％〜 10％程度低 い （data　3，4，6，7，8，9，10）。

つ ま

り、
一
般的に unit は 「開始部分 が高 く 、 終わ りに向か っ て低 くなる」 とい う右肩下が りの

傾 向を持 っ て い る こ とがわか る 。 しか しな が ら、data　1や data　2 の よ うに開始〜最終部分

の 高 さが あま り変わ らない 話 し方や、data　5 の よ うに終止部分の 方が逆 に高 くなる よ うな

話し方 も少数で はあるが 見 られ 、 必 ず しも右肩 Fが りで ある とは限 らない こ とがわか る 。

　各 unit の nucleus （核）（表 2 （E −0 ）／Ox　lOOを参照の こ と）となる部分は、開始部の お よそ

1．2 倍（＋20％）の 高さを示 し
、

こ の 値は話者 （dataの 違い ）に大きく左右 され る こ とは ない
。

核 とした い 部分を核 とす るた め に は 、 ある部分の 音節を 旧 立たせ る」 とい う目的 を果た

すた めに必 要十分な周波数の 差を得る こ とが で きればよ く、それ がお よそ ＋20％ とい う値で

あ る と考え られ る 。

4．3．　 質的分析

4．3．1． デ ータ処 理

　4．2．の 量 的研 究で 最 も平均的な値 を出 して い た＜data4＞を扱 う。 ただ し、開始部分デー タ

の信 頼性 が 明 らか に怪 しい unit 　29（02g＝ ll，15）は 除外 し た。

　こ の デー タ を下の 3 点に注 目しなが ら処理 した。
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　　（9）　 unit・n の 開始部分の 周波数 と
．・
つ 前の それ との 差分（On−O 。．1）fO 。．1x100 （9・）

　　（10）　 unit・n の 開始部分 と終止 部分の 差分 （C ，「0 ）／0 、
X100 （9c）

　　（11）　 unit ・n の 開始部分 を基準と した核の 強調度 （En−0 、）10，
x　100（％）

を計算した 。 （9）の 値を取 っ た理 由は 、各 unit の 基準周波数とな る値 0 の 連続的な変化 を調

べ るためで ある 。 （なお 、（10）と（ll）を求 め る意義 に つ い て は、4．2．の 量的研 究で行 っ た考

察に準ずるの で 、そ こ を参照 され たい
。 ）

　以上 の 処 理 に よ り、 グ ラ フ 1〜 3 を得 た 。

グ ラ フ 1　 各 unit の 開始部分の 周波数 と
一一

つ 前の それ との 差分

しTg厂 SLOPE 　idet34．

E1

t 【 P凵
翼？ t7 乙「

一一　一L．一　曽Lr 一 一 r噛‘匚　， 1F 【　尸r膕「　つ τ一 　匿」ぽ二，’ 111
一

φ
、

グラフ 2　各　unit の 開始部分 と終 止部分 の 差分
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EMPHAslS 　D 「」NLi／：LE［　 L
’
da韭s

．
41

【レ【甘マ．
n冒6レ
卜凵（ピ
卩冒R▼．「
nVnい
qソrヒ7」
宀▼昌U

己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

［

1三　 1ア　 三τ　 2∈　 三…　 三　　r 　　：1　　　　 Li 　 E］　 E1　 ξ↑　 三f　 ぞ∋　 7三　 7 ：　 引　　iE　 三三　 …］　　　　 守じ1　 τO…

　　　　　　　　 グ ラ フ 3es 　unit の 開始部分 を基 準 と した核 の 強調 度

4．3．2．　 結果

　 ヒの 質
．
的分析の 結果 、 最 も興味深い もの は 、グ ラフ 1で ある。 各 unit の 開始部分の 周波

数をプ ロ ッ トす る と、デー タ全体 を通 じて 右肩下が りの 傾向が見 えるが 、こ の 「一般的な

傾向」 （general　tendency　of　downfall　in　intonationa1　contour ）に反す る部分 に注 Nす る と、そ の

unit （とその 中に含まれ る情報）が discourseの 中で重要な意味 を持 っ てい るこ とが わか る 。

unit　31−44 を例 に とる 。

unitCONTRAST CONTENTS

31 一26．74 he　begins　to

32 ＋22．93 uh 　take　one 　pear

33 一4，77 then　he　looks　again

34 0 and 　decides　to　take　a　whole 　basket　of 　pears

35 ＋2．28 the　boy　places　the　uh

36 一9．3 uh 　basket　of 　pears

37 一2．13 onto 　the　rack

38 一16．44 uh 　on 　the　fヤont　of　his　bicycle

39 ＋ 18．59 the　man 　in　the　tree

40 4 ，39 uh 　does　not　notice　the　boy　at　alI
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41 一夏8．94 while 　he　rides　away

42 ＋ 19．46 the　boy　makes 　his　way 　down 　the　road

43 ÷ 3．3 trying　t〔，　balance　the　basket　onto 　his　on 　the　rack

44 一2727 uh

表 3　各 unit と発言内容対照表 （太字部は筆者に よる）

表 3 か ら 、 unit　32，39，42 の 開始部分が 前 unit 比お よそ 1．2 倍（＋209c）と際立 っ てい る こ とが

わか る。 unit 　32で は one 　pear、　unit 　39では the　man 　in　the　tree、　unit　42 で は（to）make 　his　way 　down

the　road とい う新た な情報が談話の 中に 導入 され 、それ以降これ らの 新た な情報が談話の 主

題（話題の 中心）とな っ て い る こ とに 注 目した い
。 units 　32−37 を見る と、unit 　32 で 与え られた

pear（s）が unit 　3．　4，　36 で も繰 り返 されて い る。 しか し、開始部分が右肩 Fが りとい う
一

般的

傾向に 明 らか に反 して 引き Eげ られて い る unit 　39 以降で は 、　 basketで 、前の unit との 結束

性（cohesion ）は保持 されて い る もの の 、　pear（s）の使 用は全 く見 られず、新た に提示 された the

man （と the　boyとの 関係性 ）へ と主題が移 っ て い る こ とがわか る。 こ の こ とは、これ ら複数

の 音声上 の 単位 が 、談話に お け る よ り大 きな主題 を表す単位 を構成 して い る こ との 傍証 と

考 え られ る 。

　つ ま り、こ の 音声単位 の 開始部分にお け る高周 波数は、音声 単位（tone　unit ）をよ り大 きな

内容（話題）の 単位（larger　unit ）に ま とめ あ げる もの で ある と言え るで あろ う。 あるい は 、逆に

「談話 にお け る主題が 、高い 周波数 を持っ 音声 単位 の 開始に よ っ て 示 され て い る」 とも言

っ て もよい
。 た だ し、unit3 　1　−3　2 よ うに、　 to不定詞の to と不定形 take の 間に境界が割 り込

む な ど、内容（話題）上の 単位 と文法上 の 単位 が 致 す るとは 限 らない 。

5．　 今後の 課題

　本節で は 、 よ り大きな内容の 単位（談話セ グメ ン ト）の 境界 、つ ま り 、 核 の 強調度の 周波

数で 低い とこ ろ 、　 「谷」 が境界 と して 認定で きる根拠 と して 、 どの よ うな 言語的特徴 を見

られ るか を指摘 し、今後 の 課題 と した い
。
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NUCLEI （data9）

400300200100

　 0

　 　 　 　 1　 3　5　 7　 9　11　13　t5　17　19　21　23 　25　27　29　31　33　35　37　39　41　43　45

　　　　　　　　　　　グラフ 4　
／6 　unit の 核 と談話セ グメ ン ト

グラ フ 4 よ り周 波数の 値か ら トピ ッ ク の 境界を認 定する と 、 unit 　8，11，13，15，18，23，25，29，

33，　36，3　9，　42，　45 がそ れ に 当た る 。 （3）の くdata9＞ か ら
．一

部を取 り上 げ る 。

（3ゲ

18．　and 　　　
亠
続言司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．　riding 　a　red

，

19． there　was 　a　lot　of　confusion 　　　　　　　　　 32．　 bicycle，

20．（1aughter）do　you　want 　me 　to・describe　　 33．　 cheek 　 評価

　　 the　characters ？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34．　（laughter）

21． ah
，
　right ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 35．　 um ＿

22． umm ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36．　 how 　would 　1　describe　the 　 自問

23． amm ．　 言い よ どみ 　 　　　 　　　　 　37．　 young 　girl，

24． the　guy　in　the　tree　　　　　　　　　　　　 38．　 riding　past　him　caused 　him　to　fall　off
−

25．　一 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　his　bike

？6． an 　old ，　　　　　　　　　　　　　　 39．　 um 　　言 い よ どみ

27． middle −aged ，　man 　　　　　　　　　　　　　 40．　 and 　the　three　boy　helpful　boys
，

28． obviously 　picking　pears　for　his　work ．　　　　4L 　helped　him　pick　up 　his　pears

29． um ．．　 言い よ どみ　 　　　 　　　 　　 42．　 and ・that
’
s・it・rea］1　 コ ー ダ

30．　the　young　boy，　ten　years　old

（3）
’

よ り、談話セ グ メ ン ト境界 にみ られ る言語的特徴 として 、間 をつ なぐ接続詞や 言い よど

み が挙げ られ る 。 また 、
ス トー リー ライン と直接関係 しない

、 話者の 問い か け 、 評価な ど
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も境界に見 られ る。 この よ うに 畠
二

声情報か ら得 られた談話セ グ メ ン ト境界に は ある特定の

言語表現 出現す る こ とが予想 され る 。 同様の 分析を全発話者に対 して行 っ た 。 表 4 はその

結果 で ある。

機能　　　　　　 頻度 機能　　　　　　　 頻度 機能　　　　　　 頻度

問っ な ぎ （接続詞） 38 トビ ソ クの 導入 　　　H
コ ー ダ （終わ りの

　 　 　 　 　 　 　 　 2
合図 ）

間 つ な ぎ （い い よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 豆5
どみ ）

宇甫足釦晝力0　　　　　　　　　　6 自問　　　　 　　　2

並列 　　 　　　　 　28 対比 　　　　 　　　　 5 時間設 定　　　 　　亅

トピ ソ クの 同定　 　 23 評価　 　 　 　 　 　 　 5 描写 　　　　　　 1

場 所設 定 （前置 詞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 18
句 、 従属節）

言い 換 え　 　 　 　 　 4 そ の 他 　　　　 　　3

修飾 （形容詞 句 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 15
関係 節）

言舌者 （7）感想　　　　　　　　　3

説 明 （題述）　　　 14 繰 り返 し （解説）　　 2

表 4 　全発 話者 の 談話セ グメ ン ト境界に 見 られ る 言語 的特徴

　
…

番頻度の 高い 談話セ グメ ン ト境界の 言語特徴 には 、 間をつ な ぐ接続詞 と言い よ どみ が

挙げ られ る 。 これ ら r．つ をあわせ る と、全体の 約 27％ に あた り、4 回 に 1回 の 割合で談話

セ グメン トの 境界を記す役割を果た して い る こ とがわ か る、 その 他 として は 、 並列 、 トピ

ッ クの 同定 、 場所設定 、 修飾、説明（題述）な どが挙げ られ る。これ らの 例 に共 通す る点は、

ド線部 と前発話 とは統合 され て い るが、次の 発話で は新た な発話 単位が始まる とい う点で 、

前後の 発話間をつ なぐ単独の 接続詞や言 い よどみ とは異な る もの で ある 。

6．　 結論

　　本研 究で は、multi　speech を用 い たデー タ処理 に 基づ き、量的 ・質的分析 を行 っ た 。 200

ミリ秒以 上の ポーズ を unit の 境界と認定する こ とで 、音声情報の み に基づ く客観的デー タ

の 提示 が 可能で あ る こ とを示 した c 量的分析 として、各 unit に見 られ る pitchの 周 波数値

計測に よ り、（1）
一一

般的には unit は ［開始部分が高く 、 終わ りに向か っ て 低 くなる」 とい う

右肩 下が りの傾 向が あるがそ の 傾 きは話者 に大き く左 右 され る こ と、（2）各 unit の nucleus
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となる部分は開始部分の お よそ L2 倍の 高 さを示 し、こ の 値は話者に大き く左右 され ない

こ とが指摘 された。質的分析 として は、談話 にお ける主題 が、前後の unit の 開 始部分 よ り

も高い 周波数を持 つ unit の 開始に よ っ て 示 され る こ とが判明 した 。 その 差異はお よそ 12

倍であ っ た 。 なお 、本研 究で収集され たデー タの なか に は、 音声以外の ノイズ の 周波数 が

記録 され て い る可能性が捨て きれない
c こ うい っ た 「異常な」 デー

タを排除す るには現段

階で は人手作業が 不 ・∫欠で あるが 、 コ
ーパ ス を構築す る際に は統計的な裏付けをもとに し

て 自動的 に異常を検出で きる よ う、
エ ラー検出用 の 対照デー タ と して 保存 ・

調査を進め る

必要が ある 。 また 、 音声情報に よ る談話セ グメン ト境界 と言語特徴との 関係 に つ い て 更に

研究を進 める必要もある 。 こ の よ うな課題 を克服 しコ ーパ ス 化が 実現 した 際に は 、構築 し

た コ
ーパ ス の 英語 教育 へ の 様々 な活用 法に つ い て 検討を進 め て 行 きた い 。
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1

＋は、ある話者 の発話単位の 終了直前 に相手 話者が発 話単位 を開始す る場合、挿入 され る。
11

＊ は 、重複の 開始場所 に挿入 され る 。 また 、重複の 場合、空行 は設 け ない
。

mpattems
　of 　movement （falls，　rises，　fall−rises ，　rise−falls）な どを指す。

　 tone と同意 。
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